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～「第九」アジア初演の地 鳴門から友愛・博愛の精神を次世代へ～

１００年前から続く、ドイツとの交流促進プロジェクト

徳島県鳴門市は、四国の東部、徳島県の東北端
に位置し、本州と四国を結ぶ玄関口です。
「鳴門海峡の渦潮」をはじめとする豊かで美し
い自然に恵まれ、鳴門ならではの歴史や文化も
感じることができるまちです。
「四国八十八ヶ所霊場」の一番札所「霊山寺」･
二番札所「極楽寺」や「大塚国際美術館」、
「鳴門市ドイツ館」など、全国的にも知られて
いる有名な観光スポットがあります。 1
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１９１８年６月１日、鳴門市の「板東俘虜収容所」でドイツ人捕虜によってベートーヴェン「第九」
交響曲がアジアで初めて全曲演奏されました。
初演の背景には、収容所所長である松江豊壽をはじめとする、職員の捕虜に対する人道的な処遇や、
捕虜と地元住民との国境を越えた心温まる交流など、まさに「第九」が持つ人類愛の精神を体現した
史実がありました。

その精神は、現在でも市民を中心に受け継がれ、毎年６月に開催している「第九」演奏会をはじめ、
ドイツ・リューネブルク市との姉妹都市交流、友好のコスモス交流など多くの活動が行われています。

これらは鳴門市固有の財産であり、「なると第九」ブランド として鳴門市から世界に発信すべき誇りでもあります。
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松江豊壽 所長 ドイツ人捕虜と地元住民との交流正門から見た板東俘虜収容所

事業の背景
・現状
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鳴門市ドイツ館は、板東俘虜収容所で生活をしていたドイツ人捕虜と地元住民との
交流の歴史を引き継ぐため、元捕虜たちから寄贈された資料などの、貴重な資料を
展示・保管しています。

鳴門市ドイツ館

◆ 板東俘虜収容所の所蔵品を展示
◆ リューネブルク市庁舎がモチーフ
◆ 市の国際交流・観光の拠点
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「第九」初演時の
プログラム
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ドイツ兵の慰霊碑（県指定文化財）

ドイツ人職員が館内を案内
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姉妹都市交流
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ドイツ・リューネブルク市
ドイツ連邦共和国北部

ニーダーザクセン州内の都市

◆ 親善使節団の相互派遣事業
市民を中心とした交流
平成２５年から青少年使節団を派遣
（中学生～高校生）

◆ 芸術・文化・教育など幅広い交流

1974年(昭和49年)4月18日
姉妹都市盟約を締結

第２３回鳴門市親善使節団 訪独
（リューネブルク市庁舎前）

第２３回リューネブルク市親善使節団 来鳴
（令和５年１０月１２日～２３日）

青少年交流の様子 4



６月１日は「第九の日」

「第九」がアジアで初めて
全曲演奏された1918年6月
1日にちなんで、6月1日を
「第九の日」と定め、毎年、
「第九」演奏会を開催して
います。
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なると第九
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鳴門市では「第九」演奏会、第一次世界大戦時のドイツ人捕虜に関する史実・資料・
遺跡、リューネブルク市をはじめとするドイツとの親善を結びつけた「ドイツとの
絆」を「なると第九」ブランドとして広くＰＲしています。
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次世代育成事業として、市内の子どもたちへの「第九」の合唱指導やドイツ館等で
現地学習を行っており、「第九」アジア初演の歴史的背景や道徳的な事象を理解し、
鳴門市が「第九」アジア初演の地であることを郷土の誇りとして感じ、後世に引き
継いでいくことを目指しています。

「第九」交響曲演奏会では、国内外から合唱団が集まり「第九アジア初演の地」の史実を誇りに、世界平和と人類愛を長きにわたり歌い続けています
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事業の内容

事業の効果

◆「なると第九」の次世代への継承

◆ 鳴門市・リューネブルク市姉妹都市盟約締結５０周年記念事業の実施

「奇跡の収容所」と呼ばれた板東俘虜収容所の友愛精神や松江豊壽所長の功績を
「平和学習」として位置づけ、国際平和や人権について考える機会を創出しており、
鳴門市は、友好と平和の歴史や自然と芸術に触れることができる教育旅行先として
も注目を集めています。

若い世代へ発信・継承していくことで、国際理解を深め、これまで以上に幅広い分
野での交流を推進してまいります。 6

◆ 鳴門市ドイツ館の充実

今後の課題 国際理解や国際交流を未来へつなげていくための、若い世代の人材育成が必要。

・青少年交流の推進

・スポーツ・文化・芸術などのさまざまな分野での交流の拡大



お問い合わせ先

鳴門市 市民生活部 文化交流推進課
電話：088-684-1199

メール：bunkakoryu@city.naruto.i-tokushima.jp
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7なると第九姉妹都市交流ドイツ館


